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地方公共団体のインフラの現状 

地方公共団体の次期システム更新時の傾向 



自治体クラウドとは 
地方公共団体が情報システム等を外部のデータセンターに保有。 

割り勘効果によるコスト削減。 

職員が行っていたシステム管理等の業務の負担を軽減。 

データに対するセキュリティ対策や、災害対策の実装。 



ASPサービスとは 

（１）サービスの内容 

アプリケーションサービスプロバイダーと呼ばれる事業者がインター
ネットを通じてビジネス用アプリケーション等をレンタルするサービス。 

（２）サービスの特長 

インターネットにアクセスできる環境さえあればどこからでもすぐに
各種のアプリケーションを利用可能。 

社内のコンピュータへのアプリケーションのインストール、アプリケー
ションのバージョンアップなどの運用管理作業が不要。 

（３）注意点 

インターネット経由のアプリケーション利用の際の回線速度低下。 

データを社外に持つため、セキュリティレベルの確保が必要。 



標準パッケージシステムについて 

地方公共団体A 地方公共団体B 地方公共団体C 

赤色が標準パッケージとして同じ機能を提供している部分 
外周は各地方公共団体の運用に合わせてカスタマイズを行っている部 

計算ロジック 
標準的帳票等 

計算ロジック 
標準的帳票等 

計算ロジック 
標準的帳票等 



システム構成① 
 イントラネットもしくはインターネットで接続され、積算システム、土木積算基準
データともサーバで一元管理。 

 クライアントは常に最新の改訂データや新しいバージョンのシステムを利用可能。 



システム構成② 

種 別 製 品 名 

サーバOS 
WindowsServer2008 Standard/Enterprise SP2, 
WindowsServer2008 Standard/Enterprise R2 SP2, 
CentOS 5.3 RedHat Enterprise Linux ES3 

Webサーバ Apache 2.2.25,Apache Tomcat 6.0.36 

データベース PostgreSQL 8.3.3 

クライアントOS WindowsVista Business SP2, 
Windows7 Professional SP1,Windows8.1 Pro 

ブラウザ等 
Internet Explorer 7、 Internet Explorer 8, Internet Explorer 11, 
JavaSE Runtime Environment6, JavaSE Runtime Environment7, 
Microsoft Excel 2003,2007,2010  



JACIC Web版積算システムの特長 

（１）国土交通省新土木工事積算大系に準拠 

新土木工事積算大系に沿った工事工種大系による処理形式を
実現。 

（２）イントラネット／インターネット対応 

イントラネット、インターネットを問わず運用可能。 

機器の入替えやクライアント増設の時でも積算システムのセット
アップが容易。 

ＯＳ、ミドルウェアのバージョンアップ等により受ける影響が少ない。 



JACIC積算ASPサービスの特徴 

（１）特長 
仮想化ソフトウェアを実装することで1台のサーバをあたかも複数台のサーバで
あるかのように論理的に分割し、それぞれ別のOSやアプリケーションを動作させ
る。 

新たなユーザ（自治体・技術センター等）の導入時に、従来のような新たなサー
バの調達・実装が不要。 

サーバハードウェアのリソース（CPU、メモリ）を無駄なく有効活用。 

サーバを二重化し、1台のサーバが故障してもサービスを停止せずに継続運用が
可能。 

（２）利点 

運用コスト（保守・管理費用、ラック費用等）の大幅な削減が可能。 

現地に出向かなくても、遠隔操作で、基準データやシステムの更新が可能。 



導入事例① 

現在、以下の5機関がJACICのIDCを利用している。 

公益財団法人徳島県建設技術センター 

宮城県震災復興支援用 

社団法人宮城県建設センター 

富田林市 

仙台市（今年度より運用開始） 



導入事例② 
ネットワーク構成時 

参考値：徳島県建設技術センターでの処理速度 

一般的なデータとして施工単価WB430010(路面切削)の計算処理を
測定 



震災復興支援 

（１）短期間でのサービス提供を実現 

積算ASPサービスは仮想化方式を採用しており新たなハードウェ
アの追加を必要としないことから非常に短期間のサービス提供を実
現した。 



仙台市への導入① 

（１）ネットワーク構成の比較 

市庁舎内にサーバを設置し、イントラネットを使って
積算クライアントを接続する方式から、JACICのIDCを
使った積算ASPサービスを利用する方式に変更 



仙台市への導入② 

セキュリティや災害対策については、概ねIDC方式の問題ないという
結果になったが、動作速度については、現行方式（イントラネットを使っ
た方式）の方が速いという結果となった。 

（２）性能の比較 



仙台市への導入④ 

（３）速度改善のための対応 

IDCとインターネット間の接続回線速度を100Mbps→1Gbpsへ拡張。    
※1Gbps=1000Mbpsで100 Mbpsの10倍。 

①回線速度の改善 

②「Connection Pool」機能の導入 

Connection Pool 機能とは、あらかじめ一定数量のConnection を用意するこ
とで、ＤＢへアクセスする際、新たにConnection を生成・削除する必要が無くなる
機能。 

③計算処理実行方式の変更 

サーバ上で計算を行い、計算結果をクライアントに返していたデータの一部を、
あらかじめサーバからクライアントにダウンロードしておき、計算をクライアントで行
う方式に変更。 



仙台市への導入④ 

計算速度改善対応前後と仙台市庁舎内サーバ設置時の計算速度比較。 

一般的なデータとして施工単価WB430010(路面切削)の計算速度を測定。 

（４）計算速度比較 



ご清聴有り難うございました  


